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地点標準偏差 地点 標準偏差 地点 標準偏差
1稚内 O．093 41銚子 0．107 江陵
0．100
















1O浦河 0．ユ14 50西郷 0，062 Plymouth 0．106
11函館 0．025 51松江 0．036 Auck1and 0．091
12青森 O．027 52鳥取 0．041 We1lington 0．092
13秋田 0，036 53浜田 0．063 Christchurch0．234
14盛岡 O．066 54京都 0．041 Invercargil10．257
15宮古 0．040 55彦根 0．033
16酒田 0．060 56下関 0．051
17山形 0．068 57広島 0．029
18仙台 O，018 58岡山 0I048
19福島 0．059 59神戸 0．010
20小名浜 0．051 60大阪 0．032
21輸島 0．055 61和歌山 0．021
22相川 0．079 62潮岬 0．054
23新潟 0．034 63奈良 0．052
24金沢 0．029 64厳原 0．043
25富山 O．026 65福岡 0．043
26長野 O．062 66佐賀 0．052
27高田 0．039 67大分 0．030
28宇都宮 0．049 68長崎 O．032
29福井 0．034 69熊本 0．069
30高山 0．072 70鹿児島 0，052
31松本 0．084 71宮崎 0．065
32軽井沢 0．061 72福江 0．044
33前橋 O．046 73松山 0．026
34熊谷 0．049 74高松 0．040
35水戸 0．024 75高知 0．058
36敦賀 0．029 76徳島 0．005
37岐阜 0．031 77足摺 0．067
38名古屋 0．033 78室戸岬 0．060
39飯田 O．083 79名瀬 O．073















































1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 H月 12月
日 本 一1，400－1．338 一0，948－O．226 0．355 0．823 1．345 1，500 1．028 0，299－0，396－1．043
韓 国 一1．507 一1，335－0，842－0．145 0．446 0．869 1，327 1．446 0．946 0，300－0，382－1．123
イギリス・アイルランド 一1，326　－1，310　－0，844　－O．319 〇一339 1．043 1．456 1．411 0．960 0，205－O．594 ■．021
ニュージーランド 1．332 1－339 0．963 O，322　－O．560　－1，230　－1．52i 一1．219 一0，698－0．082 O．376 0，977
ヨーロツパ中部 一1，407－1，317－0，754 一0．049 0．642 1．143 1．387 1．300 O，793 0，048－O．650－1．135











































































（以上～未満） アイルランド ランド 中部
Durance
O．OO～O．Ol 1 1
O．01～O．02 3 3 2
O．02～O．03 15 1
3 1 1 1
O．03～O．04 12 1
1 1 1 1 2
0．04～O．05 H 11 2 2 2
0．05～O．06 9 9 1 3 1
O．06～O．07 13 12 1 ］ 1
O．07～O．08 3 2 2 1
O．08～O．09 4 2 1 1
O．09～O．10 3 1 1 1
0．10～0．11 2 一
O．11～O．12 2 1
O．12～O．13 I 2
O．13～0，14 1
O．M｝O．15
O．15～O．16
O．16～O．17
0．17山O．18
O．18～O．19
O．19…0．20
￥北海道．名瀬．那鰯、八丈島を除く
相異はかなり目立つことになる．
　日本が他の地域と比較して，気温の季節変化の型について，かなり一様であることを見る
ために，前と同様に，D　T　Nの標準偏差の階級別度数分布を示したものが表5である．日本
で大きな標準偏差値を示す地点は，主として北海道と南方の島（名瀬，那覇，八丈島）であ
る．そこでこの地域を除いた場合も表5には出してある．表5をみると，イギリスもヨーロ
ッパ中部も，日本より地点による型の変動がいくらか大きいと判断してよかろう．
　元来この統計を作ることになったのは，海外の1，000～2，000㎞程度の流域内で，気温の大
きな地点変動を経験したからである．フランスのDurance流域（図5）は2，170㎞の流域の
中に9地点の気温観測点がある（菅原ら，1983）．与えられた10年問の資料により月別平均
気温を求め，正規化し，9地点の平均値の標準型を考え，各地点の正規化された月別平均気
温から標準型を引いたもの（D　T　N）が図6に示されている、わずか2，O00㎞程度の流域で，
もっとも離れた気温観測点の間の距離が60㎞程度にすぎないのに，地点によりこのような変
動を示すのである．Durance流域の標準型TNMは表4に出ているし，また標準型からの隔
たりを示すD　T　N（図6）の標準偏差の階級別度数分布は表5に出ている．わずか2，000㎞
程度の小地域であるのに，標準偏差の分布状況はヨーロッパ中部とほぼ同程度である．ある
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　図5　Durance流域地図（フランス）
Fig．5Map　of　the　Durance　basin（France）
O　　　　　　　l0　　　　　　　20k皿
意味で，ヨーロッパでは小さな地域内でも，地点による変動が大きいことが示されたことに
なる．
3．残された問題点
　Durance流域は高度4，000mのアルプスの山に囲まれた盆地で，いわば特殊な地域である．
日本でも高い山に囲まれた小盆地内では，このような特殊なことが起こっているかもしれな
い．現に表2に示された甲府や松本の標準偏差値は大きいのである．甲府や松本を含む小地
域で，Duranceと同様のことがあるかどうか，確かめる必要があると考えている．
　この統計的計算の元来の出発点は，融雪計算に用いる日気温についての地点変動の問題で
あった．日気温の地点変動については，季節変化の型の上に乗る雑音成分の方が大きな役割
を演ずるであろう．日本では月平均気温に乗る雑音成分のパワは，全パワの約2％にしかす
ぎない．そこで，季節変化の型を問題にしたのであるが，雑音成分のパワがこのように小さ
いのは，日本だけの特殊事情かもしれない．これに？いても問題が残っている．
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図6
Fig．6
Durance流域各地点の正規化された季節変化型（T　N）のこの流域の標準型（T　NM）
からの隔たり（DTN）
The　pattems　of　DTN　of　stations　in　the　Durance　basin，in　which　the　standard
pattem　TNM　was　calculated
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